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初夏の候、保護者の皆様におかれましてはご健勝のことと存じます。平素より本校教育活動にご理解ご尽力賜り、感

謝申し上げます。先日のオープンスクールでは多くの保護者の皆様にご来校いただきました。休み時間の過ごし方も御

覧いただいたり、ご自分のお子様の学年以外の授業風景をご覧いただいたりと普段の授業参観とはちがう学校の様子

を感じていただいたことと思います。中には音楽室や家庭科室、図工室などの特別教室にも足を運んでいただいた方

もおられ「昔と違う」という感想を持たれていました。その中で子どもたちは自分の自由な時間を過ごしているわけです

が、その時間の過ごし方は様々です。もし自分の子どもの周りと係わりを持たない様子に不安に感じた際、「一人で大

丈夫か」ではなく「休み時間、何していたの？」などオープンな回答を子どもができるようにしていただくと、話が広がる

ことにつながります。その中で気になることがあれば、担任へ相談いただければと思います。 

さてこの 6 月には修学旅行を予定しています。毎年事前学習として戦時下の日本の歴史を学び、世界唯一の被爆国

としての日本とその時代を生き抜いてこられた人々の思いを考え、広島にむかう準備をしているところです。昨年度から

事前学習の一環として「平和大使」として国連に赴くなど世界で核爆弾廃絶の活動をしている高校生を講師として迎

え、その活動内容と現在の世界の状況について語っていただきました。当日は、6 年生の子どもたちからも多くの質問

があり平和大使の方とディスカッションができました。子どもたちから「あなたが考える平和とはなにか」「今世界は平

和と言えると思うか」「今の活動で核爆弾は減ってきているのか」等の質問に次のように答えています。 
 

 

 平和とは何かを定義付けるために自分の考えを持つことは勿論重要です。そのための具体的に行動に移すことは言う

までもありません。実際には世界では核廃絶会議等議論されていますが、減ってきているのかというと一概には言えま

せん。でもそれぞれの国の背景がありながらもどうしていけばいいのかを「語ることのできる場」があることが重要なの

だということです。今 6 年生の子どもたちが事前学習し自分の思う平和とは何かを構築しているところです。そのため

に「自分事」として想像することが不可欠なのです。 

養老孟司さん（東京大学名誉教授）は戦中戦後の食糧難での苦しさや空襲による爆弾で窓が震える様子を想起しな

がら次のように語られています。 
 
 

 
 

 

 
 

 

 「想像力が聞く側にある」とは、ことばだけを信じるのではなく、自分事として考えられているのかということなのです。 

  ご家庭におかれましても、お子様と向き合い何かテーマを持って話す場を意図的に設けられてはいかがでしょうか。

お子様の相手を想像しながら聞く姿勢と、自分の考えをアウトプットすることで整理する姿勢を感じられることと思いま

す。学校教育の中でも自分事として捉え、相手を想像しながら学習に臨めるよう指導支援してまいります。 

 

   学校長 横野 悟 
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                                 令和８（２０２６）年５月２９日 

 想像力を生かした自分事としての捉え～平和とはなにかを考えるために～ 
 

戦争を若い世代に伝えたいという思いはない。そういうことばを信用していなく、実体験というものが重要だと

思っている。（中略）ことばにした状況の方がどんどん大きくなり、本来ことばが出てきた背景にある世界の方が

小さくなっている。物事はことばや情報で伝えられるものと伝えられない背景があり、そこの想像力が聞く方に

あるかという問題である。自分事として考えず、情報を捉えることによって「わかった」という誤解が生じること

が一番まずいことである。報道でこんなことを言っているけど、本当にそうなのだろうか、ウクライナやミャンマ

ーで建物が壊れてがれきが散乱している状態を聞く側が想像力を持つことが重要である。 

「平和って何か・・答えは色々。でも私は平和について自分はこう思うって相手と対話することが大切だと思うんです」  



１、スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカー出勤日 

 スクールカウンセラーの上好あつ子先生は6月10日（水）17日（水）24日

（水）が来校日です。（※10日は11：00より） 

スクールソーシャルワーカーの髙橋味央先生は、3日（水）10日（水）24日
（水）が来校日です。面談希望の方は、教頭まで予約連絡（７１－０４９２）

をお願いします。 
 

２、なかよし運動会について 

 6月13日（土）宝塚市立スポーツセンターでなかよし運動会が開催されます。

特別支援学校や特別支援学級に在籍する児童生徒が一堂に会し、運動を通して
交流します。 

 

 

 

 

 
 
 

日 曜日  日 曜日  

1 月 全校朝の会 16 火 修学旅行（6年）  

2 火 クラブ活動 17 水  

3 水  18 木 家庭学習（6年）定時退勤日 

4 木 歯科検診 定時退勤日 19 金  

5 金 水泳指導前健康相談 20 土  

6 土  21 日  

7 日  22 月  

8 月 水泳指導開始  内科検診 23 火 
トレジャーハンター（3年） 
委員会活動 

9 火 
なかよしタイム（５ｈ）  

尿検査予備日  
24 水 

職員会議（全校１３：１５下校） 

遊ぼう会 

10 水 あいさつ運動  学校諸費口座振替 25 木 
なかよしタイム（（昼休み）  

学校諸費口座振替（再）  定時退勤日 

11 木 
耳鼻科検診（５年） 遊ぼう会 
定時退勤日 

26 金  

12 金 校外学習（3年） 27 土   

13 土 なかよし運動会 28 日  

14 日  29 月  

15 月 全校朝の会 30 火  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせとお願い ７月の主な行事予定 

２日（木）個人懇談会① 

 ３日（金）個人懇談会② 

６日（月）個人懇談会③ 

     全校朝の会 

７日（火）個人懇談会④ 

８日（水）個人懇談会⑤ 

 ９日（木）なかよしタイム 

１０日（金）あいさつ運動 

１４日（火）給食最終日 クラブ活動 

１５日（水）職員会議（12：15下校） 

１７日（金）終業式 （11：10下校） 

 

水泳指導にむけてのお願い～自分を守る力の育成と健康面での配慮～ 

 6 月 8 日より水泳指導が始まります。着衣泳の学習を取り入れるなど、学年の発達段階に応じた自分の命を守るための泳

力の育成に取り組んでまいります。各ご家庭には水泳指導への参加にむけてのご準備をいただくことになりますが、よろし

くお願いいたします。また健康面・体調面で水泳指導後に個別対応（点眼、頭髪等）が必要な場合は各担任にご相談ください。 


